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研究プロジェクト報告

研究プロジェクト 1：日体大とオリンピックの関わり

依　田　充　代（スポーツマネジメント学部／体育スポーツ科学系）

１．�「東京 2020 オリンピアン・パラリンピ
アンの記録」報告

担当：�福井　元，依田　充代，齋藤　雅英，波多

腰　克晃，松浪　登久馬，松本　彰之，冨

田　幸祐

このプロジェクトは，2021 年 7 月から 9 月に

かけて開催された，東京 2020 オリンピック・パ

ラリンピック競技大会に出場した日本体育大学・

同大学院に関係する選手に，インタビューや原稿

依頼を行い，オリンピックレガシーの構築を目的

としている．

オリンピアン・パラリンピアンに対するインタ

ビュー項目（原稿依頼）は，以下の通りである．

（１）経歴

（２）競技歴

（３）競技との出会い

（４）日体大での思い出

（５）オリンピックへの道のり

（６）オリンピックでのメダル獲得

（７）今後の目標

（８）日体大生へ一言

なお，昨年度は以下の 5 名に対するインタ

ビューと原稿依頼を行い，本号に掲載予定となっ

ている．

①入江聖奈氏へのインタビュー

　担当教員：福井元

②富田宇宙氏への原稿依頼

　担当教員：松本彰之

③屋比久翔平氏への原稿依頼

　担当教員：波多腰克晃

④梶原大暉氏への原稿依頼

　担当教員：齋藤雅英

⑤河田悠希氏への原稿依頼

　担当教員：齋藤雅英

本プロジェクトは 2016 年度からスタートした

が，インタビューや原稿依頼を行えていない日本

体育大学に関係するオリンピアン・パラリンピア

ンは多く存在している．今後も継続的にインタ

ビューや原稿依頼を行い，全てのオリンピアン・

パラリンピアンの軌跡を記録するために，尽力し

ていきたい．

２．�「東京 2020オリンピック・パラリンピッ
ク競技会と日体大の関わり」報告

担当：�齋藤　雅英，依田　充代，波多腰　克晃，

兼元　亮（オリパラ事業推進室）

はじめに

本プロジェクトは，東京 2020 オリンピック・

パラリンピック競技会と日体大の関わりについて

調査を行ったものである．ボランティア活動は参

加することによって，さまざまな効果が得られる

（UnitedHealth Group Center，2013 など）．それ

は，スポーツイベントにおけるボランティアでも

同様であると考えられる．スポーツ・ボランティ
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アに関しては，1998 年の長野オリンピックで

35,000 人ものボランティアが活躍したことから，

より一層注目を集めるようになった．

これまでのスポーツ・ボランティアの研究動向

を概観すると，「何故スポーツ文化の成立にスポー

ツ・ボランティアが必要不可欠なのか」という問

いに対する，「スポーツからのボランティアに関

する研究の必要性」とともに「体験の意味を問う

研究の必要性」が提示されている（山下ら，

2015）．近代オリンピックの歴史とともに歩み，

日本のスポーツ文化発展に寄与してきた本学は，

選手や役員の活躍だけではなく，学生ボランティ

ア活動でも貢献してきた．本学学生は，ボランティ

ア活動を通じオリンピックの理念を体験的に学ぶ

とともに，日本のスポーツ文化の歴史をつくって

きたのである．実際，冬季長野大会の報告書には，

ボランティアとして参加した本学学生の氏名が記

録として残っている．

そこで，本研究では以下の調査を実施した．こ

の日体大とオリンピックとの関係について，ボラ

ンティア活動参加の観点から調査研究を行うこと

で，本学とオリンピックとの関係をこれまでにな

い視点で捉えることにより，関係性の様相をより

深く認識することができ，加えてボランティアに

参加した学生に対して，今後の活動に活かすこと

のできる知見を提供することができると考える．

さらに，今後オリンピック・ボランティア，スポー

ツ・ボランティアに参加する学生への有益な情報

を提供することができると思われる．

調査実施の流れ

実施については，準備期間を含め全体で 3 期に

分けて行われた．1 期（4 月～ 6 月）では，本学

のオリンピック・パラリンピック推進室（以下，

オリパラ推進室）との打ち合わせにより，オリパ

ラ推進室の活動について把握するとともに，すで

にオリパラ推進室によって実施されていた調査の

分析を行った．2 期（7 月～ 10 月）は，ボランティ

アに対するアンケート調査の検討ならびに作成，

そして学生に対するアンケート調査の実施であっ

た．3 期（11 月～ 2 月）は，アンケート調査の結

果の集計と分析，まとめ，執筆であった．

結果の概要

調査の結果，ボランティア参加に最も影響を与

えたものとして「オリンピック・パラリンピック

に関わりたいため」であった．また，男性と比較

して女性の方がよりボランティアに対する意欲が

高い傾向が認められた．その他にも貴重な知見を

得ることができた．

なお，本調査の結果は雑誌（オリンピックスポー

ツ文化研究）への掲載を目指している．

今後の展開

今後は，今回の結果をどのように大学生へのボ

ランティア教育に活かしていけるか，そしてボラ

ンティアを経験した学生が，自身のキャリアにど

のような影響を及ぼすかについて検討していきた

い．

（受理日：2022 年 5 月 31 日）

132

オリンピックスポーツ文化研究　2022. 6　No. 7


